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※地域別構想の詳細については、※地域別構想の詳細については、
　下田市都市計画マスタープランをご覧ください。　下田市都市計画マスタープランをご覧ください。
※地域別構想の詳細については、
　下田市都市計画マスタープランをご覧ください。
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整備方針：
◎早期実行プロジェクト
◆都市マス実践業務
●重点プロジェクト
取組施策：
☆取組中、★取組完了

☆沿道への花の植栽・管
　理（アダプトプログラ
　ムの実施など）

☆漁港整備等の漁業生産基盤の実施

◎地区の特色ある資源を楽し
　みながら周ることができる
　コースづくりを行う。

●地区間や海岸線をつなぐ歩行者ネットワークの充
　実を図る。
●地震や津波、風水害に負けない地域をつくる。
◎各地区のジオサイトや美しい海、四季の花々を学
　び、親しむことができる空間をつくる。

●農業や漁業の６次産業化の
　推進を図る。
☆学校教育と連携した体験プ
　ログラムの実施・充実

☆外防波堤の整備

☆漁港整備等の漁業生産
　基盤の実施
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※地域別構想の詳細については、※地域別構想の詳細については、
　下田市都市計画マスタープランをご覧ください。　下田市都市計画マスタープランをご覧ください。
※地域別構想の詳細については、
　下田市都市計画マスタープランをご覧ください。
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整備方針：
◎早期実行プロジェクト
◆都市マス実践業務
●重点プロジェクト
取組施策：
☆取組中、★取組完了

●朝日地域ならではの美しい自然環境、植生、ジオサイト（龍宮窟など）
　を保全する。
　【海岸線保全】吉佐美大浜・入田・多々戸・田牛などの変化に富んだ美
　しい砂浜と森林が織りなす海岸景観を保全する。
　【里山保全】大賀茂地区や田牛地区の地区を取り囲む里山を適正に管理
　し、風倒木の発生を未然に予防する。

☆沿道への花の植栽・管理
（アダプトプログラムの実施など）

●朝日地域の資源である遊歩
　道などの施設や自然環境、
　植生を、周辺の環境を含め
　て適切に管理を行う。

●地震や津波、風水害に負けない
　地域をつくる。
★漁港整備等の漁業生産基盤の実
　施

◎外国人が訪れやすい雰囲気づくりや、外国人と交流するための環境を整える。
◎地域の資源を活用しながら、市民や来訪者が楽しく過ごせる空間をつくる
●地域の子供たちが朝日地域の良さを感じることができる機会を提供する。


